
私
た
ち
の
住
む
地
域
に
必
ず
い
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
み
な
さ
ん
。
民
生
委

員
法
な
ら
び
に
児
童
福
祉
法
で
各
地
区
に

置
く
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
、
昭
和
の
初
め

か
ら
続
く
歴
史
あ
る
制
度
で
す
。

活
動
の
目
的
は
、
地
域
に
住
む
み
な

さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人

ら
し
い
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
支
援
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
す

す
め
る
こ
と
で
す
。

少
子
・
高
齢
化
、
核
家
族
化
な
ど
社

会
環
境
が
変
化
す
る
な
か
、
介
護
や
い

じ
め
、
児
童
虐
待
な
ど
の
問
題
は
、
家

庭
、
学
校
、
行
政
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
複
雑
な
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
常
に
住
民
の
立
場
で
行
政
と

の
パ
イ
プ
役
と
な
り
、
各
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
た
「
地
域
福
祉
活
動
」
を
展
開

す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
は
た
ら

き
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
は
三

年
。
今
年
は
、
全
国
一
斉
の
委
員
改
選

の
年
に
あ
た
り
、
今
月
二
日
、
厚
生
労

働
大
臣
と
秋
田
市
長
か
ら
の
委
嘱
状
の

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
任
・
再
任
を
合
わ
せ
た
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
定
数
は
六
百
二
十
三

人
。
複
雑
、
多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
、

少
子
化
問
題
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
十

四
人
を
増
員
し
て
い
ま
す
。

委
嘱
状
を
手
渡
し
た
佐
竹
市
長
は

「
思
い
や
り
の
心
で
、
市
民
の
幸
せ
な

生
活
の
実
現
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
、
地
域
福
祉
の
時
代
を
担

う
み
な
さ
ん
を
激
励
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
、
児
童

福
祉
法
に
よ
り
民
生
児
童
委
員
協
議
会

昭
和
の
初
め
に
で
き
た

歴
史
あ
る
制
度

民生委員・児童委員が改選
地域福祉、地域のしあわせをとりまく環境は、

少子・高齢化の進行などで、以前にも増して厳しい状況になっています。
介護や育児をはじめ、これからの福祉は、

地域みんなで支え合い、助け合いながら創り出していくことが必要です。
その大きな力となるのが、民生委員・児童委員のみなさんです。

主
任
児
童
委
員
が

子
育
て
、子
育
ち
を
応
援

623
人
の
み
な
さ
ん
を

委
嘱
し
ま
し
た
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12月２日の委嘱状伝達式で、気持ちも新たに

あ
な
た
の
地
区
の
委
員
は
６
・
７
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
を
！

地域のしあわせをサポート

金
足
地
区
の
「
母
と
子
の
つ
ど
い
」



を
組
織
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
秋

田
市
に
は
、
小
学
校
区
ご
と
に
お
お
む

ね
三
十
六
の
協
議
会
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
出
生
率
の
低
下
や

「
児
童
虐
待
」「
非
行
」「
不
登
校
」
な

ど
、
子
ど
も
に
関
す
る
問
題
が
深
刻
化
、

多
様
化
す
る
中
で
、
従
来
か
ら
あ
っ
た

児
童
委
員
制
度
と
は
別
に
、
児
童
福
祉

に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
担
当
す
る

主
任
児
童
委
員
制
度
が
、
平
成
六
年
一

月
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

主
任
児
童
委
員
は
、
各
地
区
に
二
人

ず
つ
配
置
さ
れ
、
地
区
の
児
童
委
員
と

協
力
し
な
が
ら
子
育
て
サ
ー
ク
ル
を
開

催
し
た
り
、
子
育
て
を
始
め
た
ば
か
り

の
母
親
や
、
悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も
た

ち
の
相
談
相
手
に
な
る
な
ど
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

住民の視点から生活を支援します。
地区の委員に気軽にご相談ください。

●民生委員・児童委員のはたらき

社会福祉の制度やサービスの
内容などの情報を住民に的確
に提供します。

住民が必要とする福祉サービ
スを受けられるよう、市役所
などの関係機関とのパイプ役
をつとめます。

住民の求める生活支援活動を行
い、地域における支援体制づく
りにつとめます。

活動を通じて生じた問題点や
改善策についてまとめ、必要
に応じて関係機関などに意見
を提起します。

住民の実態や、福祉サービスの
必要性を把握します。

住民が抱える問題について、
親身に相談に応じます。

広報あきた　12月24日号05

築
山
地
区
の
委
員
は
二
十
五
人
。
会
長

の
佐
々
木
洋
吉
さ
ん
に
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
築
山
は
お
年
寄
り
が
多
い
地
区
。
相

談
の
内
容
も
お
年
寄
り
の
生
活
に
関
す
る

も
の
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ま

ち
は
横
の
つ
な
が
り
が
強
い
ま
ち
で
も
あ

り
ま
す
。
隣
近
所
が
助
け
合
う
こ
と
で
互

助
の
精
神
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
の
活
動
は
地
域
と
行
政
と
を

つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
。
困
っ
て
い
る
か
た
の

手
助
け
が
で
き
る
よ
う
、
互
助
の
精
神
で

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

築山地区民生児童委員協議会

「
地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
」（
築
山
地
区
）

「
笑
顔
が
つ
ど
う
、
明
る
い
地
域
に
」（
金
足
地
区)

12月７日に行われた定例会で

金
足
地
区

民
生
児
童
委
員
協
議
会

金
足
地
区
で
は
十
五
人
の
か
た
が
委
嘱

を
受
け
ま
し
た
。
活
動
の
か
た
ち
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
子
育
て
支
援
活
動
と
し
て

「
母
と
子
の
つ
ど
い
」
を
毎
週
火
曜
日
に

金
足
地
域
セ
ン
タ
ー
で
開
い
て
い
ま
す
。

「
と
に
か
く
自
由
に
遊
ば
せ
ま
す
。
多
い

と
き
は
三
十
人
く
ら
い
集
ま
り
ま
す
よ
」

と
主
任
児
童
委
員
の
佐
藤
鈴
子
さ
ん
。
村

井
信
洋
会
長
も
「
つ
ど
い
は
お
母
さ
ん
同

士
の
交
流
の
場
と
し
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
人
た
ち
と
密
に

連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
地
域
を
明
る
く
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

自由に遊んだ
後はみんなで
輪になって手
遊び

広面地区の鈴木彪四郎さん(右)が力強く決意表明

社会調査

相　談

情報提供

連絡調整

生活支援

提　言

地区民児協

だ りよ

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
福
祉
総
務
課

tel (

８
６
６)

２
０
９
２

フ
ァ
ク
ス(

８
６
６)

２
４
１
７

あなたの地区の民生・児童委員は６、７ページ


